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校長 飯 出 広 行 

 

幼児・児童・生徒数  13名 

 

学級数  ６学級 

 

職員数  22名 

 

－地域社会とともに共生社会の担い手を育成する学校経営－ 

長年にわたり、地域社会とともに共生社会の

担い手の育成を目指し、幼児児童生徒、一人一

人の障がいの特性を的確に把握し障がいによ

る困難な状況を改善・克服しようとする意欲や

態度の育成に取り組んでいる。 

特に、渡島・檜山管内の道南地域における特

別支援教育のセンター的機能を担う学校とし

て、特別な教育的支援を必要とする幼児児童生

徒、その保護者及び関係機関等への支援におい

て大きな成果を上げている。 

 

 

  



 

－継続した就学支援や巡回教育相談－ 

平成 11年度より 25年以上にわたり、渡島・

檜山管内の各市町において、聴覚に障がいのあ

る幼児児童生徒の就学に関する支援や巡回教

育相談等、相談支援の充実に取り組んでいる。 

特に、聴覚に支援が必要な幼児児童生徒につ

いて、アンケート調査を実施し、訪問した際に、

その内容を基に、各市町教育委員会の学校教育

担当者や健診を担当する保健師を中心とした

保健福祉部との情報交換を行うなど、関係機関

との連携に成果を上げている。 

 

 

－地域とともに共生する「函館聾学校ボランティアバンク」－ 

「函館聾学校ボランティアバンク」を立ち上

げ、「聴覚障がいの基礎知識」「手話・指文字体

験」に係る講座を受講し、障がいについての理

解を深めた地域住民による、ボランティア活動

の充実に取り組んでいる。 

特に、絵本の読み聞かせ活動や児童生徒会活

動の「地域の清掃活動」等において、地域の登

録者の方々と一緒に活動に取り組むなど、地域

と共生する地域に開かれた学校づくりに、成果

を上げている。 

 

 

－学校・家庭・地域が一体となって子どもを育てる学校－ 

 本校では、地域の方々や保護者と連携したボ

ランティアバンク等を通して、子どもたちの成

長を温かく見守ってくださっていることを

日々感じています。学校の教育活動に地域の力

が生かされ、子どもたちは多くの人たちに支え

られながら、のびのびと学び、着実に成長して

います。学校・家庭・地域が一体となって子ど

もたちを育てているという安心感があり、保護

者として大変心強く感じています。（保護者の

声） 
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